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0 0 0 0
は永遠に地獄落ちの運命だ。あいつ
は自ら破滅したのだが，私のたくらみが，見えないところで，あいつの破滅に功を奏したのだ。
　「おや，ラウレンティーニのマチルダ！　なぜ身震いするのだ。おまえが繰り返し突き刺して，
今目の前の柩の中に命を失って横たわるあの女を破滅させた時，自分の運命がどうなるかを考え
なかったのか？　おまえは自分が崇めるあいつとこれまで楽しくやったではないか―あいつ
と結婚もしていたではないか―そして，ひと月以上の間，言葉で言い表せないほどの喜びを味
わったではないか―それなのに，私はそうではないのだ！」彼は突然激しく笑いだしながら，
さらに言った。「ああ，かわいそうな，愚かなマチルダ！　おまえがヴェレッツィを手に入れら
れるように私が教えたのは，友情からだと思ったのか？　いや，違う―おまえの計画に熱心に
加わる気にさせたのは，復讐だったのだ。そのために，おまえの夫の激しい情熱に及ぼす影響を
予想して，あそこに死体となって横たわっている女をおまえの家に仕向けたのだ。
　「さて」ザストロッツィがさらに言った。「判事殿，おまえに包み隠さずに話した。判決を下せ
―だが，私には自分の運命がわかっている。だから，恐怖の代わりに，死の到来に幾分かの満
足を感じる。なぜなら，この世で私がしなければならないことはすべて果たしたから」
　ザストロッツィは言葉を切った。そして，平然と意味ありげな視線で上官をじっと見すえた。
　ザストロッツィの毅然とした態度に驚き，彼がそのようにはっきりと告白した罪に衝撃を受け
て，上官は恐怖に顔を背けた。
　なおもザストロッツィは不動のまま立っていた。
　上官は黒い被服を着た一人にささやいた。四人の役人が駆けよると，ザストロッツィを拷問台
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に据えた。
　神経が張りつめるおよそ耐えがたいほどの拷問の苦痛で悶える間も，ザストロッツィの毅然と
した態度は失われることなく，魂が照らしだされた顔にはこの上なく軽蔑した嘲笑が浮かんでい
た―そして，勝ち誇った復讐の狂気じみた発作的な笑い声をあげながら，彼は死んだ。
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